
 
 

平成３０年３月１９日 

道 路 局 国 道 ･防 災 課 

国土技術政策総合研究所 

 

 

道路政策の課題をブレイクスルーする研究を新規に８件採択 
～「道路政策の質の向上に資する技術研究開発」募集の審査結果について～ 

 

平成３０年３月１６日に開催しました第３４回新道路技術会議において、審査を 

行った結果、別紙のとおり８件が採択されましたのでお知らせいたします。 

 

国土交通省道路局では、「学」の知恵、「産」の技術を幅広い範囲で融合し、道路政

策の質を一層向上させるため、平成１６年１０月より新道路技術会議（委員長：前川

宏一 東京大学大学院教授）を設置しております。 

平成２９年１１月１０日から１２月２２日のまでの期間、平成３０年度から取り組

む技術研究開発の募集を実施したところ、３３件の応募がありました。 

今回採択された各研究課題については、新道路技術会議での審査時の審議内容に基づ

き、研究内容の調整等を行った上で、平成３０年度の技術研究開発を進めていただくこ

ととなります。 

会議内容の詳細等は、国土交通省道路局「道路政策の技術研究開発」のウェブサイト

に掲載しております。（新道路技術会議 URL: http://www.mlit.go.jp/road/tech/） 
 

 

＜問い合わせ先＞ 

（新道路技術会議について） 

道路局 国道・防災課    課長補佐 濱谷 健太  舗装係長 楠本 茂人 

代表 03-5253-8111（内線 37862、37855） 

直通 03-5253-8492  FAX 03-5253-1620  

 （採択課題について） 

国土技術政策総合研究所  道路研究官 桐山 孝晴 

              直通 029-864-2219  FAX 029-864-0178 

              道路構造物管理システム研究官 福島 眞司 

              直通 029-864-7604  FAX 029-864-2690 

資料配布の場所 
１．国土交通記者会 
２．国土交通省建設専門紙記者会 
３．国土交通省交通運輸記者会 
４．筑波研究学園都市記者会 
平成３０年３月１９日同時配布 



 
 
 

 

「新道路技術会議」による審査の結果、採択された研究（研究テーマ名と応募時の提

案概要等）は以下のとおり。 

 

【特定課題：ＡＩを活用した交通分析・予測・マネジメント手法の開発】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究 

テーマ名 

AI 技術に基づく短期交通予測手法と総合的な交通需要マネジメン

トの研究開発 

力石 真 

（広島大学） 
提案概要 

多様な交通サービス供給主体が協調する交通市場の実現に向け

て、その要となる短期交通需要予測技術を開発し、開発した予測

技術を下敷きとした総合的な交通需要マネジメント手法を提案す

る。 

 

【特定課題：ＡＩを活用した交通分析・予測・マネジメント手法の開発】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究 

テーマ名 
交通流理論と AI学習による非日常の発見とアラート発信 

桑原 雅夫 

（東北大学） 
提案概要 

交通流理論と AI学習を用いて、移動体データと気象・地形データ

等を融合解析し、リアルタイムに非日常の「発見」と「事前アラ

ート発信」を行う手法を開発する。対象とする非日常は災害時の

道路損傷、冠水、豪雪、Gridlock 等だけでなく、観光地やイベン

ト時の渋滞も含む。 

 

【特定課題：ＡＩを活用した交通分析・予測・マネジメント手法の開発】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究 

テーマ名 

学習型モニタリング・交通流動予測に基づく観光渋滞マネジメン

トについての研究開発 

布施 孝志 

（東京大学） 
提案概要 

交通ビッグデータを活用した学習型の交通状態モニタリング手法

及び交通流動予測手法を開発し、両者を統合して高精度化させた

上で、エリア内の交通流動を改善するための適応型交通需要マネ

ジメントスキームを構築する。また、提案手法を観光交通イノベ

ーション地域等で試行し、実効性の高い渋滞対策等の検討に資す

る知見を提供する。 

 

【特定課題：道路構造物の点検・診断結果の判断及び活用に資する研究開発】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究 

テーマ名 

道路構造及び空洞特性に適応した陥没危険度評価と合理的路面下

空洞対策についての研究開発 

桑野 玲子 

（東京大学） 
提案概要 

路面下空洞の生成要因や拡大過程・陥没危険度を解明し、併せて

空洞探査の高度化と空洞特性に応じた適切な補修方法を開発する

ことにより、道路管理者に発信し得る｢調査計画・空洞探査・空洞

補修に係る一連の合理的プロセス｣、即ち道路陥没予防ソリューシ

ョンを開発する。 

 

 

別  紙  



 

 

【特定課題：道路構造物の点検・診断結果の判断及び活用に資する研究開発】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究 

テーマ名 

地方自治体における道路維持管理業務のための道路構造物に関す

る情報の利活用方策 

堤 盛人 

（筑波大学） 
提案概要 

実際の現場での道路維持管理業務そのものの実施体制等や道路構

造物に関わる様々なデータ管理の実態を明らかにし、課題を抽出

する。その上で、多額の費用を掛けることなく、通常の業務の延

長上での道路維持管理業務に関連する各種資料・データを集約し、

それらと道路構造物の点検・診断結果等を地理情報システムを用

いたデータベースとして構築する方法を具体的に提示する。そし

て、自治体での実際の導入とその利活用を実証的に検証する。併

せて、研究成果活用の継続性の観点から、提示する方策を担う人

材育成に関しても実証的に検討する。 

 

【政策領域４：コスト構造改革】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究 

テーマ名 

養生技術・混和材料を活用した各地域のコンクリート構造物の

品質・耐久性確保システムについての研究開発 

細田 暁 

（横浜国立大学） 
提案概要 

東北地方整備局の復興道路の試行工事ですでに申請者らが構築し

たコンクリート構造物の品質・耐久性確保システムをベースに、

全国の各地域の環境条件、材料事情のもとでの品質・耐久性確保

システムを試行工事を通じて構築する。 

 

【政策領域８：道路資産の保全】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究 

テーマ名 

道路土工と舗装の一体型診断システムに基づいた長寿命化修繕方

法の開発 

八嶋 厚 

（岐阜大学） 
提案概要 

舗装表層の供用年数が使用目的年数に満たず早期に劣化が進行

し、補修が繰返される区間について、道路管理の観点から、LCC最

小化を目指した、新しい詳細診断システムと抜本的修繕工法の開

発を行う。 

 

【政策領域９：沿道環境、生活環境】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究 

テーマ名 
QOLに基づく道路事業評価手法の開発と SDGsへの貢献評価 

林 良嗣 

（中部大学） 
提案概要 

従来の経済効率性に基づく費用便益分析を超え、働く世代、高齢

者、若者等の買物、通院、観光を含む多様な価値観に基づいた

Quality of Life (QOL)の視点に立った道路事業評価手法を構築す

るとともに、道路事業による国連 Sustainable Development Goals 

(SDGs)への貢献度を包括的に評価する枠組みを開発する。 

 

今回採択された各研究課題については、新道路技術会議での審査時の審議内容に基づき、研究内容

の調整等を行った上で、平成３０年度の技術研究開発を進めていただくこととなります（応募及び審

査結果の概要については、参考を参照）。 

以 上 



タイプⅠ タイプⅡ タイプⅢ タイプⅣ FS

政策実現型
技術ブレイク
スルー型

新政策領域
創造型

特定課題
対応型

実行可能性
調査

応募
（件）

応募
（件）

応募
（件）

応募
（件）

応募
（件）

応募
（件）

採択
（件）

領域１ 新たな行政システムの創造 1 1 2

領域２ 道路ネットワークの形成と有効活用 1 1

領域３ 新たな情報サービスと利用者満足度向上

領域４ コスト構造改革 2 2 1 5 1

領域５ 美しい景観と快適で質の高い道空間の創出

領域６ 交通事故対策 1 1 1 3

領域７ 防災・災害復旧対策 3 3

領域８ 道路資産の保全 5 1 1 7 1

領域９ 沿道環境、生活環境 1 1 1

領域１０ 自然環境、地球環境 1 1

－
特定課題
(AI活用／道路構造物）

10 10 5

6 12 2 10 3 33 8

道路政策の質の向上に資する技術研究開発の応募及び審査結果の概要

合計

合計（件）

参 考
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